
町議会３月定例会
　町政の基本方針

新年度予算・事業を紹介

合併協定内容№２

男女共同参画計画
　“思いやりプラン”を策定

こども１１０番の家

No.601

大きなワカメがびっしり！

　３月２６日、象潟水産学級では、町民を対象とした「ワカメ採り体験」
を行いました。昨年１１月に種糸が巻き付けられたロープには、ワカメ
が１．５ｍを超えるほどにびっしりと成長していました。

　３月２６日、象潟水産学級では、町民を対象とした「ワカメ採り体験」
を行いました。昨年１１月に種糸が巻き付けられたロープには、ワカメ
が１．５ｍを超えるほどに成長していました。
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…役場　　　　　３２００
…保健センター　７５０１
…公民館　　　　２２２９
…町民体育館　　８８５５
…郷土資料館　　２００５
…Ｂ＆Ｇ海洋センター　６４９０

２月１６日～３月１５日届け出分

平成１７年２月末現在

●広報に掲載を希望しない方は、届け出
　のとき住民係へお申し出ください。

須　田　真　也　（長　　　岡）

半　田　百　合　（　　島　　）

池　田　琢　巳　（松　ケ　丘）

秋　野　史　恵　（仁 賀 保 町）
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伊　藤　新　市　（７７歳）小砂川２区

須　田　ハツエ　（９１歳）３２　　区

細　矢　ミヨヱ　（８８歳）下浜の町

小　島　トミヱ　（７９歳）大 　　町

佐　藤　　　男　（６４歳）大 　　町

安　藤　光四郎　（７０歳）３３　　区

佐々木　ナ　ミ　（９１歳）浜 　 畑

須　田　サツミ　（９５歳）中 橋 町

佐々木　スミ子　（６９歳）桜 ケ 丘

金　子　キ　ク　（８６歳）立石１区

伊　東　尚　子　（４１歳）小砂川１区

中　津　フ　チ　（８４歳）浜 　 畑

渡　部　六四郎　（９１歳）小砂川２区

　３日・池田医院（☎４３―３１０６）
　１０日・象潟駅前皮フ科（☎４３―５２５２）
 １７日・加藤医院（☎３５―２５４３）

 ２４日・金 病 院（☎４３―５５２２）
 ２９日・木村医院（☎４３―３３０８）

診察時間は午前９時～正午です。　　
　　　　　　　　　　―町医師会―
※変更の場合の問い合わせは、役場
　か消防署（☎３８－２３１０）へ

世帯数　　４，０８１　（　　１）〈－　８〉
人　口　１２，９２３人（－　１）〈－１５３〉
　男　　　６，１８８人（－　２）〈－　８６〉
　女　　　６，７３５人（　１）〈－　６７〉
※（ ）内は前月比、〈〉内は前年同月比

転入…　１２人（ １６）    出生…１０人（２１）
転出…　 ８人（ ２６）    死亡…　１５人（　３０）
※（ ）は１月からの累計
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・国保税第８期口座振替日

・Ｂ＆Ｇ海洋センター休館（～１月１日）

・年末の交通安全県民総ぐるみ
　運動（～２０日）

・ひまわり幼稚園・保育園入園式

・小砂川保育園、
　白百合幼稚園・保育園入園式

・象潟・上浜・上郷小学校入学式
・象潟中学校入学式

・星城保育園、明星保育園入園式

・三崎公園桜まつり（～２３日）

・秋田県知事選挙投票日

・栗山池公園桜まつり（～２９日）

・年末・年始の犯罪及び事故
　防止運動（～１月４日）

・みどりの日

・鶴泉荘休館日

・スキー場開き

・役場仕事納め
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・町県民税第４期
・国保税第６期
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・ビン収集日（指定袋）
・通勤途中のクリ－ンアップデー

・ビン収集日（指定袋）

・小・中学校終業式（冬休み１月１３日まで）

・燃えないごみ収集日（指定袋）

・カン収集日（ボックス）

・春の火災予防運動（～９日） ・春の全国交通安全運動（～１５日）

・カン収集日（ボックス）

・Ｂ＆Ｇ海洋センター休館（～１月１日）

・鳥海ブルーライン開通予定

・鶴泉荘休館（～１月１日）

・カン収集日（ボックス）

・年末の交通安全県民総ぐるみ
　運動（～２０日）

・年末・年始の犯罪及び事故
　防止運動（～１月４日）
・天皇誕生日

・鶴泉荘休館日

・スキー場開き

・ねむの丘休館日

・ペットボトル収集日（指定袋）

・ペットボトル収集日（指定袋）

・町県民税第４期
・国保税第６期

納期限｝
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（仁賀保町）

軽自動車税の納期限は５月

２日（月）です。お忘れのないよ

うお気をつけください。

　　―町税務課―

圭吉

　期間中はサイレンを吹鳴

されます。

火災警報発令　午前６時

火災警報解除　午後８時

―町民課―

亙

今
月
の
主
な
記
事



■
町
都
市
計
画
税
条
例
を
廃
止
す

る
条
例
制
定

３
町
の
合
併
に
伴
い
、
本
町
の

み
が
課
税
し
て
い
る
都
市
計
画
税

を
１７
年
度
か
ら
廃
止
し
ま
す
。

■
象
潟
町
農
業
委
員
会
の
選
挙
に

よ
る
委
員
の
定
数
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
制
定

農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律

の
一
部
改
正
に
伴
い
、
農
林
水
産

省
令
で
定
め
る
農
協
お
よ
び
農
業

共
済
が
推
薦
し
た
理
事
各
１
人
に

加
え
、
新
た
に
土
地
改
良
区
の
推

薦
し
た
理
事
１
人
が
加
わ
り
ま
す
。

選
挙
に
よ
る
委
員
を
含
め
た
現
在

の
委
員
総
数
１５
人
を
現
状
と
同
数

と
す
る
た
め
、
選
挙
に
よ
る
委
員

定
数
が
１２
人
か
ら
１１
人
に
１
人
減

と
な
り
ま
す
。

■
１６
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

歳
入
歳
出
と
も
そ
れ
ぞ
れ
４
　

５
４
６
万
８
千
円
を
減
額
し
、
予

算
総
額
が
４９
億
９
　
６
８
７
万
円

と
な
り
ま
す
。

歳
出
補
正
の
主
な
も
の
は
、
松

く
い
虫
防
除
対
策
事
業
の
伐
倒
・

焼
却
駆
除
委
託
料
１
　
３
３
０
万

４
千
円
、
緑
資
源
機
構
造
林
費
の

手
数
料
１
　
５
７
８
万
１
千
円
な

ど
の
減
額
で
す
。

町
長
が
冒
頭
で
述
べ
た
町
政
の

基
本
方
針
の
要
旨
は
次
の
と
お
り

で
す
。

２
月
４
日
開
催
の
臨
時
議
会
に

お
い
て
「
廃
置
分
合
」
な
ど
、
一

連
の
合
併
関
連
議
案
の
議
決
を
い

た
だ
い
た
こ
と
か
ら
、
２
月
８
日

に
秋
田
県
知
事
へ
「
廃
置
分
合
」

の
申
請
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
申
請
は
、
３
月
９
日
に
閉

会
し
た
秋
田
県
議
会
２
月
定
例
会

で
議
決
さ
れ
、
一
両
日
中
に
も
知

事
が
総
務
省
に
届
け
出
を
行
い
、

４
月
中
に
は
総
務
大
臣
に
よ
る
告

示
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
行
政
主
導
の
「
ま

ち
づ
く
り
」
か
ら
、
地
域
住
民
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
と
行
政

が
連
携
す
る
協
働
体
制
を
強
化
し
、

住
民
参
加
型
の
「
ま
ち
づ
く
り
」

へ
と
移
行
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

庁
内
検
討
委
員
会
が
ま
と
め
あ

げ
た
内
容
を
参
考
に
、
町
民
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
で
構
成
す

る
「
委
員
会
」
を
早
々
に
立
ち
上

げ
て
、
町
民
側
か
ら
協
働
体
制
を

検
討
し
て
い
た
だ
き
、
で
き
る
も

の
か
ら
実
践
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

特
に
、
防
災
分
野
の
津
波
対
策

な
ど
は
、
町
内
会
や
自
主
防
災
組

織
と
話
し
合
い
を
進
め
、
協
働
体

制
の
強
化
を
早
急
に
図
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な

ど
の
活
動
拠
点
と
し
て
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る
ほ

か
、
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
協
働
に

対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く

た
め
に
、
講
演
会
な
ど
も
計
画
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

象
潟
町
・
上
浜
村
・
上
郷
村
が

合
併
し
た
昭
和
３０
年
か
ら
、
本
年

３
月
で
５０
周
年
と
い
う
大
き
な
節

目
の
年
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
歴
史
を
振
り
返
り
、

象
潟
町
の
発
展
に
ご
尽
力
さ
れ
た

先
輩
諸
氏
を
は
じ
め
、
各
界
・
各

層
の
方
々
に
対
し
感
謝
を
す
る
と

と
も
に
、
本
町
の
伸
展
に
特
に
功

労
、
功
績
の
あ
っ
た
方
々
を
顕
彰

す
る
た
め
、
合
併
５０
周
年
記
念
式

典
を
５
月
２１
日
（土）
に
実
施
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
本
年
１０
月
１
日
に
「
に

か
ほ
市
」
が
誕
生
し
ま
す
が
、
町

民
と
と
も
に
こ
れ
ま
で
の
歴
史
や

文
化
を
し
の
び
、
記
念
碑
を
建
立

す
る
な
ど
、
象
潟
町
と
し
て
の
幕

を
閉
じ
た
い
と
考
え
ま
す
。

そ
し
て
、
活
力
あ
る
「
ふ
る
さ

と
」
の
建
設
を
、
町
民
の
皆
さ
ん

と
と
も
に
誓
い
合
い
、
新
た
な
ス

タ
ー
ト
を
切
る
た
め
、
９
月
中
に

閉
町
記
念
事
業
を
実
施
す
る
予
定

で
す
。

本
町
は
、
津
波
や
高
潮
に
弱
い

都
市
形
態
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
災

害
に
強
い
「
ま
ち
づ
く
り
」
を
目

指
す
た
め
、
地
震
に
よ
る
「
津
波

災
害
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
作
成
し
、

そ
れ
を
分
か
り
や
す
く
町
民
に
示

し
な
が
ら
、
災
害
に
対
す
る
意
識

の
高
揚
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
自
主
防
災
組
織
は
、
災

害
時
に
適
切
か
つ
迅
速
に
行
動
す

る
た
め
の
「
自
主
防
災
活
動
マ
ニ
ュ

ア
ル
」
を
作
成
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

対
応
と
役
割
を
明
確
に
し
な
が

ら
、
地
域
の
防
災
対
策
の
強
化
に

努
め
ま
す
。

亜
鉛
メ
ッ
キ
鉄
線
加
工
を
主
体

と
し
て
、
事
業
を
展
開
し
た
（株）
サ

ン
ロ
ッ
ク
オ
ー
ヨ
ド
・
キ
サ
カ
タ

工
場
は
、
３
月
を
も
っ
て
閉
鎖
と

な
り
ま
し
た
。

工
場
閉
鎖
後
は
、
親
会
社
の
（株）

メ
タ
ル
ワ
ン
の
資
材
倉
庫
と
し
て

６
月
ご
ろ
ま
で
使
用
し
、
そ
の
後
、

工
場
敷
地
内
の
環
境
調
査
を
行
い

解
体
す
る
予
定
で
す
。

１６
年
度
は
、
本
町
が
秋
田
県
の

「
水
と
緑
の
創
造
」
モ
デ
ル
事
業

の
地
区
指
定
を
受
け
、
「
水
と
緑

の
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

１７
年
度
は
、
こ
れ
を
要
約
し
た
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
全
戸
配

布
し
ま
す
。

今
後
は
、
こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
基

づ
き
、
「
健
全
で
豊
か
な
森
と
川

と
海
を
は
ぐ
く
む
」
た
め
の
、
総

合
的
な
森
づ
く
り
な
ど
を
推
進
し
、

環
境
対
策
を
行
い
ま
す
。

１９
年
の
秋
田
わ
か
杉
国
体
の
開

催
に
向
け
て
、
国
体
準
備
体
制
を

町
長
部
局
へ
移
し
、
当
面
、
総
務

課
に
二
人
の
職
員
を
配
置
し
て
、

県
や
競
技
団
体
の
空
手
連
盟
と
連

携
し
な
が
ら
、
開
催
計
画
策
定
を

行
い
ま
す
。

本
年
９
月
に
は
、
町
民
体
育
館

を
会
場
に
、
東
北
総
合
体
育
大
会

「
空
手
道
競
技
会
」
の
開
催
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
使
用
し
て
き
た
由
利

原
天
然
ガ
ス
の
輸
送
管
が
、
本
荘
・

仁
賀
保
間
の
高
規
格
道
路
建
設
工

事
の
支
障
物
件
と
な
り
、
由
利
原

か
ら
の
ガ
ス
供
給
が
で
き
な
く
な

り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ（
液

化
天
然
ガ
ス
）
に
切
り
替
え
る
た

め
の
新
製
造
所
を
、
石
油
資
源
開

発
（株）
の
経
費
負
担
を
受
け
て
、
３

町
共
同
で
金
浦
町
黒
川
の
工
業
団

地
内
に
建
設
し
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
と
併
行
し
て
、
本

町
琴
和
喜
地
内
（
現
ガ
ス
水
道
事

業
所
）
に
新
供
給
所
を
建
設
し
ま

す
。１７

年
度
の
小
中
学
校
入
学
者
予

定
数
は
、
象
潟
小
学
校
７２
人
、
上

浜
小
学
校
２３
人
、
上
郷
小
学
校
１４

人
の
計
１
０
９
人
、
象
潟
中
学
校

は
、
１
１
６
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

入
学
式
は
、
各
校
と
も
４
月
５
日

（火）
に
実
施
し
ま
す
。

町
議
会
３
月
定
例
会
は
３
月
１０
日
に
招
集
さ
れ
、
１８
日
ま

で
の
９
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。
上
程
さ
れ
た
議
案

は
、
町
都
市
計
画
税
条
例
を
廃
止
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て
、

象
潟
町
農
業
委
員
会
の
選
挙
に
よ
る
委
員
の
定
数
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て
、
１７
年
度
一
般
会
計
予

算
案
な
ど
合
わ
せ
て
２８
件
で
す
。
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

「
水
と
緑
の
ビ
ジ
ョ
ン
」

　
　
　
　
　
　
　
を
策
定

ガ
ス
の
製
造
所
を
建
設

小
学
校
１
０
９
人

中
学
校
１
１
６
人
が
入
学

（株）
サ
ン
ロ
ッ
ク
オ
ー
ヨ
ド
・

キ
サ
カ
タ
工
場
が
閉
鎖

国
体
に
向
け
た
準
備
体
制

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

町
民
と
行
政
が
「
力
」
を

合
わ
せ
る
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」

合
併
５０
周
年
記
念
式
典
・

閉
町
記
念
事
業
を
開
催

３
町
合
併

県
に
「
廃
置
分
合
」
を
申
請

，

，
，

，

▲３月１３日、本町初の日曜議会が開催された

３…平成１７年４月号 平成１７年４月号…２



各特別会計の予算

　　　会　計　名　　　　　　歳　入　　　　　　歳　出

旅客鉄道業務受託事業特別会計　　　　２３６万２千円　　　　２３６万２千円

老人保健特別会計　　　１５億１，０６２万７千円　１５億１，０６２万７千円

国民健康保険事業特別会計　１２億４，２１６万８千円　１２億４，２１６万８千円

農業集落排水事業特別会計　８億５，８２９万７千円　８億５，８２９万７千円

観光施設整備特別会計　　　　　６万４千円　　　　　　６万４千円

土地取得特別会計　　　　　　 　　２千円　　　　　　　　２千円

ガス事業会計
　　　　　１億７，６０６万３千円　１億９，６３１万２千円

　　　　　　　　　　　      ６億４，４１０万円　　６億６，４３０万８千円

水道事業会計
　　　　　１億６，０７９万２千円　１億５，８４８万９千円

　　　　　　　　　　　１億３，８９５万６千円　１億８，６６７万４千円

簡易水道特別会計　　　　　４，４１３万５千円　　　４，４１３万５千円

収益的

資本的

収益的

資本的

※収益的収支…ガス・水道使用料金、人件費、維持管理など、その期の
　　　　　　　収益に対応するもの
　資本的収支…建設改良費、企業債などその効果が次期以降に及び、将
　　　　　　　来の収益に対応するもの

平
成
１７
年
度
の
一
般
会
計
当
初
予
算
は
、
前
年
度

当
初
比
３
・
１
％
増
の
４９
億
２
　
３
０
０
万
円
で
す
。

国
の
三
位
一
体
の
改
革
に
伴
う
補
助
金
の
廃
止
や
縮

減
、
あ
る
い
は
地
方
交
付
税
や
臨
時
財
政
対
策
債
の

抑
制
な
ど
と
い
っ
た
厳
し
い
財
政
状
況
に
あ
り
ま
す

が
、
さ
ら
に
元
気
な
象
潟
町
を
つ
く
り
上
げ
、
そ
し

て
、
町
民
の
安
全
と
安
心
の
確
保
を
図
る
予
算
と
な
っ

て
い
ま
す
。
予
算
は
、
通
年
予
算
と
し
て
編
成
し
て

い
ま
す
が
、
１０
月
１
日
に
３
町
が
合
併
す
る
た
め
、

９
月
末
日
に
は
出
納
閉
鎖
を
行
い
、
未
執
行
予
算
は
、

新
市
の
予
算
と
し
て
引
き
継
ぐ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

地方譲与税
１億５，７００万円　３．２％

地方消費税交付金
１億３，０００万円　２．７％

その他
（繰入金、使用料及び手数料、地方特例交付金など）

５億３，２７８万７千円

　　　　　１０．８％

総務費
７億８１７万４千円
　　　　１４．４％

総務費
７億８１７万４千円
　　　　１４．４％

民生費
９億２，５７２万２千円
　　　１８．８％

民生費
９億２，５７２万２千円
　　　１８．８％

衛生費
６億１，９６３万８千円
　　　　１２．６％

衛生費
６億１，９６３万８千円
　　　　１２．６％

農林水産業費
３億９，９２６万３千円
　　　　８．１％

商工費
１億４，５８５万７千円
　　　　　２．９％
土木費
２億１，５９２万１千円
　　　　　４．４％

消防費
３億１，８５０万７千円
　　　　　６．５％

教育費
６億６７２万６千円
　　　１２．３％

教育費
６億６７２万６千円
　　　１２．３％

公債費
８億６，９９４万１千円
　　　　　１７．７％議会費

８，４０６万８千円
　　　１．７％

地方交付税
１６億８，０００万円
　　　３４．１％

地方交付税
１６億８，０００万円
　　　３４．１％

町税
１１億３６５万９千円
　　２２．４％

町税
１１億３６５万９千円
　　２２．４％

国・県支出金
６億７，３９５万１千円
　　　　　１３．７％

国・県支出金
６億７，３９５万１千円
　　　　　１３．７％

町債
６億４，５６０万３千円
　　　　　１３．１％

その他

（災害復旧費、諸支出金など）

２，９１８万３千円　０．６％

，

・
子
育
て
の
経
済
的
支
援
事
業

保
育
料
等
の
支
援
制
度
が
、
１７

年
８
月
１
日
か
ら
、
大
き
く
変
わ

り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
実
施
さ
れ
て
き
た
第

一
子
０
歳
児
の
１
歳
ま
で
の
保
育

料
無
料
制
度
は
、
１７
年
４
月
１
日

以
前
に
生
ま
れ
た
子
ま
で
が
対
象

と
な
り
ま
す
。
ま
た
第
３
子
以
降

の
小
学
校
ま
で
の
保
育
料
無
料
制

度
は
、
１８
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
る
子
ま
で
が
対
象
と
な
り
ま

す
。１７

年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

る
子
は
、
満
１
歳
ま
で
月
額
１
万

円
の
支
援
金
支
給
が
あ
り
、
満
１

歳
か
ら
小
学
校
入
学
ま
で
は
保
育

料
の
２
分
の
１
の
軽
減
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
１７
年
４
月
１
日
以
前
に
生

ま
れ
た
子
も
、
１
歳
か
ら
小
学
校

入
学
ま
で
、
保
育
料
の
４
分
の
１

が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

１７
年
４
月
２
日
か
ら
１８
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
る
子
の
場
合
、

支
援
金
ま
た
は
保
育
料
無
料
の
ど

ち
ら
か
を
適
用
す
る
経
過
措
置
が

設
け
ら
れ
ま
す
。
詳
細
は
４
月
１５

日
発
行
の
広
報
お
知
ら
せ
版
で
紹

介
し
ま
す
。

・
子
育
て
の
相
談
事
業

児
童
虐
待
を
未
然
に
防
止
す
る

た
め
、
あ
る
い
は
子
育
て
に
不
安

を
感
じ
て
い
る
家
庭
に
対
し
、
保

育
士
・
保
健
師
等
が
家
庭
訪
問
を

実
施
し
、
子
育
て
支
援
を
推
進
し

ま
す
。

閉庁記念碑製作委託料

秋田わか杉国体準備委員会補助

協働の町づくり事業費補助

アナコーテス子供交流事業補助

みどり中央公園環境整備工事

旧町民プール解体整備工事

旧消防団車庫解体工事

斎場建設工事

社会福祉協議会活動費交付金

乳児養育支援金

放課後児童育成事業委託

保育所特別保育事業費補助金

認知ねたきり老人介護手当交付金

あなたと地域の農業夢プラン応援事業費補助

こだわり米生産拡大事業費補助

森林整備地域活動支援交付金

松くい虫防除対策事業

消波ブロック設置工事

元滝園地整備工事

鶴泉荘宿泊棟改修工事

鉾立地区貯水槽漏水個所修繕工事

町道維持舗装等工事

道路改良

象潟・上浜・上郷小学校校舎耐震調査委託

町立学校教育用パソコンリース

中学校建替用地造成工事

町民野球場内野グラウンド整備

天然記念物象潟買上事業

上浜中央地区農業集落排水事業

主な事業費

１５０万円

１２８万円

１００万円

１８０万円

６８０万円

５００万円

１５０万円

３１，１２４万円

１，８２６万円

２５０万円

３１５万円

２，６８７万円

３００万円

５５９万円

１２８万円

７３０万円

５，３０３万円

２５０万円

９５万円

２３０万円

３０３万円

７７０万円

１，７００万円

７６０万円

８１３万円

１０，８６２万円

１５０万円

５０４万円

６６，９５３万円

▲町では子育て支援に力を注ぎます

〈
子
育
て
支
援
〉



老
朽
化
が
著
し
い
斎
場
を
１７
年

度
、
建
て
替
え
し
ま
す
。
本
体
建

築
、
火
葬
炉
、
電
気
・
機
械
設
備
、

外
構
、
解
体
の
そ
れ
ぞ
れ
の
工
事

を
行
い
、
年
度
内
の
完
成
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
施
設
整
備
は
、
火

葬
炉
２
基
、
動
物
炉
１
基
を
予
定

し
、
住
民
が
違
和
感
を
感
じ
な
い

明
る
い
施
設
づ
く
り
を
心
が
け
、

周
辺
環
境
の
調
和
と
環
境
保
全
上

の
対
策
を
十
分
に
考
慮
し
ま
す
。

・
防
災
対
策

地
域
防
災
力
の
向
上
を
目
指
し
、

海
岸
部
の
津
波
浸
水
予
想
図
等
を

示
し
た
「
津
波
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

を
全
戸
配
付
し
ま
す
。
ま
た
、「
自

主
防
災
組
織
活
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

を
作
成
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
象
に

対
し
て
個
人
は
ど
う
す
れ
ば
い
い

の
か
、
地
域
は
ど
う
あ
る
べ
き
か

な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
対
応
と
役
割

を
明
記
し
、
災
害
に
対
す
る
意
識

の
高
揚
と
喚
起
を
図
り
ま
す
。

・
み
ど
り
中
央
公
園
環
境
整
備

旧
役
場
跡
地
の
「
み
ど
り
中
央

公
園
」
は
、
こ
れ
ま
で
植
樹
な
ど

の
園
地
整
備
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

１７
年
度
は
、
地
域
住
民
か
ら
要
望

の
多
か
っ
た
ト
イ
レ
を
園
内
に
新

築
し
ま
す
。

・
公
共
下
水
道
事
業

本
年
度
は
、
町
民
体
育
館
・
公

民
館
を
含
め
た
潟
見
町
地
区
の
一

部
を
整
備
す
る
計
画
で
す
。

現
在
、
共
用
開
始
の
で
き
る
予

定
の
戸
数
は
１
　
７
５
０
戸
余
り

で
、
１
月
末
現
在
で
の
接
続
戸
数

は
、
約
９
０
０
戸
で
す
。

6

本
町
に
適
し
た
品
目
で
、
収
益

性
の
高
い
特
産
物
と
な
り
う
る
作

物
の
導
入
を
図
り
ま
す
。
そ
の
た

め
、
施
設
・
露
地
栽
培
の
試
験
ほ

場
と
し
て
実
際
に
作
付
け
し
、
検

証
す
る
意
欲
の
あ
る
農
家
に
助
成

し
ま
す
。

・
就
農
促
進
事
業

野
菜
栽
培
の
技
術
向
上
や
人
材

の
育
成
を
目
指
し
ま
す
。
畑
地
を

借
用
し
、
野
菜
栽
培
の
専
門
農
家

か
ら
野
菜
づ
く
り
の
基
本
的
な
指

導
を
受
け
、
生
産
と
販
売
を
体
験

し
て
も
ら
う
も
の
で
す
。

・
こ
だ
わ
り
米
生
産
拡
大
事
業

ま
す
ま
す
厳
し
く
な
る
産
地
間

競
争
に
対
処
す
る
た
め
、
良
質
米

の
生
産
に
取
り
組
み
ま
す
、
食
味

の
向
上
と
病
害
虫
に
効
果
の
認
め

ら
れ
る
土
壌
改
良
資
材
の
使
用
を

推
奨
し
、
こ
だ
わ
り
米
の
生
産
拡

大
を
進
め
ま
す
。

・
松
く
い
虫
防
除
対
策
事
業

松
く
い
虫
被
害
が
全
県
域
に
拡

大
す
る
な
か
、
本
町
で
は
町
民
と

の
協
力
体
制
を
確
立
す
る
「
松
く

い
虫
か
ら
町
を
ま
も
る
条
例
」
を

定
め
、
町
民
参
画
の
防
除
対
策
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

伐
倒
駆
除
、
薬
剤
散
布
、
樹
幹

注
入
な
ど
の
防
除
を
行
い
、
国
・

県
の
補
助
事
業
を
活
用
し
な
が
ら

防
除
を
行
い
ま
す
。

・
漁
場
整
備
事
業

１５
年
度
か
ら
３
カ
年
の
県
営
事

業
で
地
先
型
増
殖
場
造
成
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
本
年
度
は

ブ
ロ
ッ
ク
製
作
１
５
１
個
と
ブ

ロ
ッ
ク
２
７
３
個
の
沈
設
を
行
い
、

水
産
資
源
の
生
息
環
境
の
保
全
を

図
り
ま
す
。

主要事業 主要事業

こ
こ
数
年
、
「
中
島
台
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
の
森
」
の
観
光
客
は

３
万
人
を
超
え
、
観
光
案
内
人
の

依
頼
件
数
が
昨
年
は
、
前
年
比
約

１
・
３
倍
の
１
１
２
件
と
な
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
旧
態
然

と
し
た
ト
イ
レ
が
不
評
で
し
た
。

電
気
や
水
の
問
題
も
ク
リ
ア
し
、

県
事
業
で
新
し
い
ト
イ
レ
を
整
備

し
ま
す
。

ま
た
、
多
く
の
観
光
客
が
、
貴

重
な
植
物
な
ど
を
踏
み
荒
ら
す
可

能
性
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
生
態
系

の
保
全
を
啓
発
す
る
看
板
の
設
置

と
木
道
等
の
整
備
も
行
い
ま
す
。

・
岩
ガ
キ
を
目
玉
に
新
企
画

旅
館
業
組
合
が
主
体
と
な
り
、

岩
ガ
キ
を
目
玉
に
宿
泊
客
の
呼
び

込
み
を
図
る
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

宿
泊
者
に
対
し
、
岩
ガ
キ
一
箱
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
特
典
付
き
の
平

日
宿
泊
パ
ッ
ク
の
企
画
で
、
実
施

期
間
は
、
素
潜
り
漁
の
期
間
約
１

カ
月
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

町
で
は
、
誘
客
に
結
び
つ
く
広

告
宣
伝
や
テ
レ
ビ
コ
マ
ー
シ
ャ
ル

な
ど
の
費
用
の
一
部
を
支
援
し
ま

す
。

・
特
産
品
開
発
の
助
成

こ
れ
ま
で
助
成
の
対
象
を
町
の

農
林
水
産
物
に
限
定
し
て
い
ま
し

た
が
、
今
後
は
、
町
内
外
の
素
材

資
源
を
活
用
し
、
本
町
の
特
徴
を

か
も
し
出
し
て
い
る
特
産
品
や
土

産
品
の
開
発
に
助
成
し
ま
す
。
完

成
に
い
た
る
ま
で
の
過
程
に
か
か

る
費
用
を
助
成
対
象
と
し
、
地
場

産
業
の
活
性
化
と
起
業
化
を
促
進

し
ま
す
。

▲水資源豊かな漁場整備を図ります
　（写真は昨年のアワビ稚貝放流）

▲昨年の台風１５号による被害

▲新校舎の建設が待たれる中学校校舎

▲近年、観光客が増えている中島台レクリエー
　ションの森

〈
教
育
施
設
整
備
〉

〈
環
境
整
備
〉

，

〈
農
林
水
産
事
業
〉

〈
観
光
誘
客
対
策
〉

中
学
校
の
建
替
事
業
は
、
１７
年

度
に
基
本
設
計
・
実
施
設
計
を
行

い
、
併
せ
て
用
地
造
成
を
進
め
ま

す
。
４
月
に
は
、
公
募
委
員
、
学

識
経
験
者
、
教
育
関
係
者
等
で
組

織
す
る
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
選
考
委
員

会
が
、
設
計
業
者
か
ら
提
案
し
て

も
ら
っ
た
改
築
プ
ラ
ン
を
検
討
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

・
ミ
レ
ニ
ア
ム
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

事
業

中
学
校
と
各
小
学
校
の
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
教
室
に
配
備
し
て
い

る
パ
ソ
コ
ン
を
本
年
度
す
べ
て
新

し
い
も
の
に
更
新
し
ま
す
。
ま
た
、

小
学
校
で
は
こ
れ
ま
で
二
人
に
１

台
の
割
合
で
配
備
し
て
い
ま
し
た

が
、
中
学
校
と
同
様
に
、
一
人
１

台
と
な
る
よ
う
に
台
数
を
増
や
し

ま
す
。

　
さ
ら
に
、
小
中
学
校
と
も
、
す

べ
て
の
普
通
教
室
に
各
２
台
、
特

別
教
室
に
１
台
を
設
置
し
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
で
き
る
よ
う

に
整
備
し
ま
す
。

・
各
小
学
校
を
耐
震
診
断
調
査

昭
和
５６
年
以
前
に
建
設
さ
れ
た

象
潟
・
上
浜
・
上
郷
小
学
校
の
校

舎
、
体
育
館
の
う
ち
、
大
規
模
改

造
事
業
な
ど
で
地
震
補
強
を
し
て

い
な
い
個
所
の
耐
震
診
断
を
実
施

し
、
安
全
性
を
調
査
し
ま
す
。
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合併協定書には、合併の方式や期日、事務組織・機構、新

市建設計画など、合併協議会で協議し、とりまとめた事項が

記載されています。これから合併までの間に、あるいは新市

で調整する項目も残っていますが、これまでに確認した各種

料金・事務手続き等、住民の皆さんに関わりの深い項目を紹

介します。

国民健康保健税の納期

 ７月１日～ ７月３１日

 ８月１日～ ８月３１日

 ９月１日～ ９月３０日

１０月１日～１０月３１日

１１月１日～１１月３０日

１２月１日～１２月２７日

 １月１日～ １月３１日

 ２月１日～ ２月末日

 ７月１日～ ７月３１日

 ８月１日～ ８月３１日

 ９月１日～ ９月３０日

１０月１日～１０月３１日

１１月１日～１１月３０日

１２月１日～１２月２５日

 １月１日～ １月３１日

　　　　―

 ７月１日～ ７月３１日

 ８月１日～ ８月３１日

 ９月１日～ ９月３０日

１０月１日～１０月３１日

１１月１日～１１月３０日

１２月１日～１２月２５日

 １月４日～ １月３１日

 ２月１日～ ２月２８日

仁 賀 保 町　　　　　　金　浦　町　　　　　　象　潟　町　　　　　　　新　　市　

仁賀保町の例に統一

仁賀保町・金浦町の例に統一

仁賀保町の例に統一

※　　　は、先月号で紹介した項目。　　　は、今月号で紹介している項目です。

№２

１　合併の方式

２　合併の期日

３　新市の名称及び新市の事務

所の位置等

４　財産及び債務の取扱い

５　議会議員の定数及び任期の

取扱い

６　農業委員会の委員の定数及

び任期の取扱い

７　地方税の取扱い

８　一般職の職員の身分の取扱

い

９　特別職の身分の取扱い

１０　条例、規則等の取扱い

１１　事務組織及び機構の取扱い

１２　一部事務組合等の取扱い

１３　使用料、手数料等の取扱い

１４　公共的団体等の取扱い

１５　補助金、交付金等の取扱い

１６　町名・字名の取扱い

１７　慣行の取扱い

１８　国民健康保険事業の取扱い

１９　介護保険事業の取扱い

２０　電算システム事業の取扱い

２１　各種事務事業の取扱い

　（１）姉妹都市等の取扱い

　（２）広報広聴の取扱い

　（３）消防防災関係の取扱い

　（４）納税関係の取扱い

　（５）公の施設の取扱い

　（６）保健関係事業の取扱い

　（７）生活環境関係事業の取扱い

　（８）各種福祉制度の取扱い

　（９）社会福祉協議会の取扱い

　（１０）上下水道事業の取扱い

　（１１）ガス事業の取扱い

　（１２）農林水産関係事業の取扱い

　（１３）商工観光関係事業の取扱い

　（１４）建設関係事業の取扱い

　（１５）学校教育関係の取扱い

　（１６）社会教育関係の取扱い

　（１７）町立学校の通学区域の取扱

　 い

　（１８）都市計画関係事業の取扱い

２２　新市建設計画

第１期

第２期

第３期

第４期

第５期

第６期

第７期

第８期

基礎課税額（１６年度課税分）

介護納付金課税額（１６年度課税分）

９．０％

１４．００％

２９，０００円

３１，０００円

１．２％

１１，０００円

１．３％

１３，８００円

１．８％

１５，０００円

６．１％

２６．００％

２１，０００円

２７，８００円

９．５％

３０．００％

３２，０００円

３６，０００円

仁賀保町　　 　 金浦町　　 　　象潟町　　　 　　　新　　市

２０年度から新市で統一

１８年度から新市で統一

所得割

資産割（固定資産税額【土地家屋】）

均等割額（１人当たり）

平均割額（１世帯当たり）

所得割

被保険者均等割額（１人当たり）

ゴミ処理に関する助成

・１基１００，０００円以上の
　場合は定額５０，０００円
・１基１００，０００円未満の
　場合は１／２の額

１基につき定額３０，０００円 １基につき経費の１／２
で８０，０００円を上限

・コンポスト
　１／３で３，０００円を上限

・電動式生ゴミ処理機
　１／３で２０，０００円を上限

・コンポスト
　１／２で５，０００円を上限

・電動式生ゴミ処理機
　１／２で１０，０００円を上限

仁賀保町　　 　　　金　浦　町　　 　　　象　潟　町　　　 　　　新　　市

象潟町の例に統一

象潟町の例に統一

仁賀保町の例に統一

ゴミステーション
整備費補助金

生ゴミ堆肥化補助
事業

仁賀保町　　 　       金  浦  町　　 　　 象  潟  町　　　 　　　新　　市

仁賀保町　　 　 金浦町　　 　　象潟町　　　 　　　新　　市

仁賀保町　　 　 金浦町　　 　　象潟町　　　 　　　新　　市

保険給付事業

国民健康保険助成事業

３００，０００円

７０，０００円

２４０，０００円

１０，０００円程度

―  　　

１００円～６００円

５，０００円

１０，０００円

  ―  　

３００，０００円

７０，０００円

―　　

３００，０００円

５０，０００円

―　　

出産一時金

葬祭費

出産資金貸付（８０％）

仁賀保町　　 　 金浦町　　 　　象潟町　　　 　　　新　　市

現行のとおり

象潟町の例に統一

仁　賀　保　町　　 　　　　　金　浦　町　　　　　　　　象　潟　町　　　 　　　　 新　　市

象潟町の例に統一

仁賀保町の例に統一

福祉医療制度助成事業

優良家庭表彰事業（年間を通して無傷病世帯への表彰）

人間ドック

脳ドック

各種ガン検診

（一般会計で実施）

―             

―             

記念品を贈呈 ― 世帯ごとに１０，０００円の商品券

重度心身障害者医療費助成事業

乳幼児医療費助成事業

母子・父子家庭医療費助成事業

高齢者身体障害者医療費助成事業

入院時食事療養費半額補助

　　　  　　〃

　　　  　　〃

　　　  　　〃

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

交通安全対策

仁賀保町　　 　　　金　浦　町　　 　　　象　潟　町　　　 　　　新　　市

仁賀保町の例に統一
チャイルドシート
購入補助 ―

　町内の就学前乳幼
児に、チャイルド
シートを購入した保
護者に対して、乳幼
児１人につき１台ま
で補助。購入価格の
１／２補助とし、１５，
０００円を上限

―

※

※

※

※基礎課税額と介護納付金課税額の所得割は、被保険者１人ごとの所得から基礎控除額３３０，０００円を除いた額に乗じる。
　また資産割は、被保険者が固定資産（償却資産を除く）税を支払っている場合、その額に乗じる。



計
画
の
正
式
名
称
は
『
象
潟
町

男
女
共
同
参
画
計
画
』
で
す
が
、

よ
り
親
し
み
や
す
く
な
る
よ
う
に

と
、
『
思
い
や
り
プ
ラ
ン
』
を
愛

称
と
し
て
使
用
し
て
い
ま
す
。
本

プ
ラ
ン
で
は
、
男
女
共
同
参
画
を

推
進
す
る
た
め
の
基
本
的
な
指
針

を
定
め
て
い
ま
す
。
こ
の
指
針
を

私
た
ち
す
べ
て
が
理
解
し
、
一
つ

一
つ
実
践
し
て
い
く
こ
と
が
、
男

女
共
同
参
画
を
町
全
体
で
進
め
て

い
く
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

国
で
は
平
成
１１
年
、
男
女
共
同

参
画
社
会
基
本
法
を
制
定
し
、
国
、

地
方
公
共
団
体
、
国
民
の
責
務
を

明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
男
女

共
同
参
画
社
会
の
形
成
に
関
す
る

基
本
理
念
を
定
め
ま
し
た
。
こ
れ

を
受
け
、
秋
田
県
で
は
平
成
１４
年
、

男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
（
あ
き

た
ハ
ー
モ
ニ
ー
条
例
）
を
制
定
し
、

併
せ
て
同
推
進
計
画
（
あ
き
た
女

と
男
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
プ
ラ
ン
）
を

策
定
し
て
い
ま
す
。

今
回
、
町
が
策
定
し
た
思
い
や

り
プ
ラ
ン
は
、
国
や
県
の
計
画
と

整
合
性
を
保
ち
な
が
ら
、
地
域
の

特
性
に
応
じ
た
施
策
を
展
開
し
て

い
く
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

男
女
が
、
お
互
い
に
そ
の
人
権

を
尊
重
し
つ
つ
、
責
任
を
分
か
ち

合
い
、
性
別
に
か
か
わ
り
な
く
、

そ
の
個
性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮

で
き
る
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実

現
を
め
ざ
す
と
と
も
に
、
人
権
に

根
ざ
し
た
男
女
の
イ
コ
ー
ル
・

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
（
対
等
な
協

力
関
係
）
で
築
き
上
げ
る
バ
ラ
ン

ス
（
調
和
）
の
と
れ
た
真
に
豊
か

な
町
づ
く
り
の
た
め
、
積
極
的
な

施
策
推
進
を
図
り
ま
す
。

○
施
策
の
推
進
体
制
づ
く
り

○
男
女
が
お
互
い
の
人
権
を
尊
重

で
き
る
体
制
づ
く
り

○
男
女
が
支
え
合
う
ま
ち
づ
く
り

○
み
ん
な
が
健
康
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
環
境
づ
く
り

本
年
度
か
ら
２１
年
度
ま
で
の
５

カ
年
間

▼
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

　
行
政
の
推
進
体
制
の
整
備

　
女
性
団
体
等
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

機
能
の
整
備

▼
男
女
共
同
参
画
意
識
づ
く
り

　
男
女
共
生
教
育
に
か
か
る
学

習
の
推
進

　
母
性
の
重
要
性
と
性
の
尊
重

に
か
か
る
認
識
の
浸
透

　
新
た
な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

の
構
築

▼
地
域
づ
く
り

　
方
針
、
政
策
決
定
へ
女
性
の

参
画
の
推
進

　
家
庭
・
地
域
で
の
男
女
共
同

参
画
の
推
進

　
生
涯
学
習
の
推
進

▼
生
涯
に
わ
た
る
福
祉

　
生
涯
に
わ
た
る
健
康
の
維
持

増
進

　
家
庭
、
地
域
に
お
け
る
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
向
上

　
男
女
の
生
活
各
般
に
か
か
わ

る
相
談
の
充
実

▼
男
女
が
共
に
働
き
や
す
い
環

境
づ
く
り

　
就
労
の
場
に
お
け
る
男
女
平

等
の
確
立

　
職
業
能
力
の
開
発
と
就
労
機

会
の
拡
大

　
農
林
漁
業
等
に
お
け
る
労
働

環
境
整
備
と
地
位
向
上

　
育
児
・
介
護
・
看
護
時
期
等

に
お
け
る
条
件
整
備
の
充
実

人
は
す
べ
て
法
の
下
に
平
等
で
、
男
女
が
性
別
に
よ
り
差
別

を
受
け
な
い
こ
と
は
憲
法
に
う
た
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な

が
ら
、
そ
れ
が
実
質
的
に
達
成
さ
れ
て
い
る
と
は
い
い
が
た
い

状
況
に
あ
る
こ
と
も
事
実
で
す
。
性
差
別
は
職
場
、
家
庭
、
地

域
等
の
い
た
る
と
こ
ろ
に
あ
り
、
女
性
に
対
す
る
暴
力
が
後
を

絶
た
な
い
な
ど
、
早
急
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
が

数
多
く
あ
り
ま
す
。
『
思
い
や
り
プ
ラ
ン
』
は
、
一
人
ひ
と
り

が
心
豊
か
に
、
生
き
が
い
に
満
ち
た
生
活
を
実
感
で
き
る
こ
と

を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

『
思
い
や
り
プ
ラ
ン
』

　
　
　
　
　
　
　
と
は

重点目標こ
の
計
画
を
実
施
し
て
い
く
た

め
に
は
、
行
政
は
町
の
特
性
に
応

じ
た
施
策
の
実
施
に
努
力
し
、
町

民
は
家
庭
や
職
場
、
地
域
で
、
男

女
共
同
参
画
社
会
の
意
識
啓
発
を

図
り
、
協
働
し
て
よ
り
よ
い
町
づ

く
り
を
目
指
し
ま
す
。

男女共同社会の実現

町民 行政
（協働）

男女共同意識
の醸成

具体的施策の
推進

⇩

⇩

男女共同参画社会の実現に向けた計画の素案調査、検討を行ってきた

象潟町男女共同参画策定委員会（茂木　仁委員長）では、このほど計画

の原案『思いやりプラン』がまとまり、３月８日、茂木委員長・佐々木

亮子副委員長から町長に原案書が手渡されました。

ひ
と

ひ
と

　計画書は、役場町民ホール、公民館に備
えつけてありますので、自由に閲覧できま
す。町ホームページ（http：//www.chokai.
ne. jp/kisakata/）でもご覧いただけます。

◯１

◯１

◯１◯１

◯１

◯２

◯２

◯２◯２

◯２

◯３

◯３

◯３

◯３◯４



秋田県知事選挙の投票は４月１７日（日）、午前７

時に開始されます。私たちの未来を託す大切な選

挙です。棄権しないで投票に行きましょう。

主な日程は次のとおりです。

告 示 日　３月３１日（木）

選挙期日　４月１７日（日）

投票時間　午前７時～午後７時

開票時間　午後８時～

開票所　公民館大ホール

選挙人名簿登録基準日

および登録日　３月３０日（水）

※詳細は、今月号の広報と一緒に配布された、「選

挙のしおり」をご覧ください。選挙に関するお

問い合わせは、町選挙管理委員会（☎４３―７５０７）

へ

３月２８日（月）から、社会教育課の事務室が公民館

に移転し、象潟町構造改善センターの使用申込窓口

が農林水産課に変わりました。使用申込手続きは、

農林水産課窓口で「象潟町生活改善センター使用許

可願」に記入するか、または３町合同ホームページ

　　　　　　　　　　　の『公共施設予約』からお

申し込みください。

問い合わせ先　町農林水産課農政係（☎４３―７５０５）

一人ひとりが参加して
　明るい選挙　きれいな選挙

『
こ
ど
も
１
１
０
番
の
家
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

【
象
潟
地
区
】

◎
向
山
・
大
塩
越
・
島
・
み
ど
り
ケ
丘

須
藤
博
徳
、
斉
藤
徹

◎
中
橋
町

釣
キ
チ
三
太

◎
小
浜
・
唐
ヶ
崎

亀
屋
商
店

◎
大
町

ハ
印
商
店
、
佐
々
木
製
菓
、
越

川
精
肉
店
、
高
橋
商
店
、
狩
野

光
一

◎
川
岸
・
妙
見
町

金
純
造
、
小
林
壮
、
昇
月
、
高

尾
自
動
車

◎
横
町

池
田
医
院
、
藤
田
商
店
、
佐
々

木
時
夫

◎
下
浜
の
町

佐
々
順
商
店

◎
上
浜
の
町

青
山
鉄
三
、
小
林
善
宏
、
木
原

重
男

◎
荒
古
屋

理
容
ホ
ン
マ
、
太
田
ト
モ
子

◎
駅
前

ト
ガ
シ
レ
コ
ー
ド
店

◎
新
町

大
正
堂
時
計
店
、
ホ
テ
ル
森
一

◎
お
ば
こ
町

土
井
冷
菓
、
か
さ
や
酒
店
、
佐

藤
正
平

◎
冠
石

合
羽
屋
多
田
商
店

◎
下
荒
屋

木
内
吉
美
、
桑
原
電
気
工
業
所
、

氏
家
完
次
、
佐
々
木
正
一
、
ふ

と
ん
の
竹
内
、
ヘ
ア
ー
サ
ロ
ン
・

バ
ズ
ー
カ
、
佐
々
木
忠
雄
、

ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
ベ
ル
、
佐
々
木

好
治
、
佐
々
木
俊
哉

◎
上
荒
屋

文
太
郎
商
店
、
奥
山
輪
店
、
伝

農
電
機
店

◎
栄
町

い
と
う
菓
子
店
、
鶴
岡
屋
寿
し

◎
大
谷
地

長
谷
山
耕
悦

◎
建
石

須
田
三
郎
、
佐
藤
共
一
、
鈴
木

ヒ
デ
、
斉
藤
美
代
子

◎
汐
見
町
１

か
く
ぜ
ん
浜
山
店
、
い
と
う
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
、
理
容
マ
ツ
ザ
ワ
、

阿
部
輝
夫
、
加
藤
寅
蔵

◎
汐
見
町
２

羽
山
理
容
所
、
石
川
大
蔵
、
竹

内
則
子
、
仁
部
五
郎
、
柴
田
ツ

ル
ヨ
、
サ
ン
住
設

◎
汐
見
町
３

渋
屋
建
設
、
佐
々
木
満
、
斎
藤

和
男
、
佐
藤
板
金
、
須
田
商
店

◎
潟
見
町

佐
々
木
久
男
商
店

◎
武
道
島
１

り
ぽ
う
ず
も
ん
べ
い
、
三
光
不

動
産
、
村
上
マ
リ

◎
武
道
島
２

は
み
ん
ぐ
理
容
室
、
ラ
・
ボ
ン

ボ
ニ
ェ
ー
ル

◎
桜
ケ
丘

天
理
教
象
潟
分
教
会
、
斎
藤
林

業
、
佐
藤
俊
彦
、
村
上
稔

◎
松
ケ
丘

三
森
理
容
所
、
塩
川
ブ
ロ
ッ
ク

建
設

◎
鳥
ノ
海
１

阿
曽
商
店
、
ま
る
み
商
店
、
藤

谷
留
吉

◎
鳥
ノ
海
２

阿
部
菊
三
、
越
川
理
容
室
、

佐
々
木
鮮
魚
店
、
か
づ
こ
美
容

室
、
阿
部
弥

◎
鳥
屋
森

佐
藤
廣
志

【
上
浜
地
区
】

◎
小
砂
川
　
上

　
太
田
商
店
、
理
容
い
し
が
き

◎
小
砂
川
　
中

　
高
橋
商
店

◎
小
砂
川
　
下

　
ラ
ー
メ
ン
純
平
、
阿
曽
石
材
、

加
藤
理
容
院
、
土
門
高

◎
浜
中

　
マ
メ
ト
ラ
象
潟
工
場

◎
関

　
明
星
保
育
園
、
太
白
院
、
竹
内

酒
店

◎
立
石

　
須
田
進

◎
は
ま
な
す

　
伊
藤
良
孝
、
あ
き
た
商
店

◎
大
砂
川

　
蕉
風
苑
、
横
山
暹
、
阿
部
正
勝

◎
洗
釜

　
ほ
て
い
や
商
店
、
梶
原
兼
悦
、

須
藤
智
直

◎
川
袋

　
櫻
庭
政
雄
、
池
田
淳

◎
中
丿
沢

　
阿
部
勝
弥

◎
大
須
郷

　
須
藤
修
、
須
藤
商
店
（
ガ
ソ
リ

ン
ス
タ
ン
ド
）

【
上
郷
地
区
】

◎
小
滝

　
マ
サ
苑
、
秋
田
し
ん
せ
い
農
協

上
郷
支
所
・
給
油
所
、
白
滝
旅

館

◎
本
郷

　
丸
光
商
店

◎
横
岡

　
高
橋
商
店
、
齋
藤
惣
一
郎

◎
石
名
坂

　
佐
藤
良
雄
、
湯
の
台
食
堂

◎
水
岡
・
舟
岡
・
目
貫
谷
地

　
安
倍
商
店
、
畑
山
良
雄

◎
大
森

　
佐
藤
石
材
店
、
桜
将
フ
ァ
ー
ム

◎
長
岡

　
斎
藤
ボ
デ
ー
工
場
、
斎
藤
酒
店

近
年
、
子
ど
も
が
事
件
や
事
故

に
巻
き
込
ま
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
発

し
て
い
ま
す
。

本
町
で
は
、
こ
う
し
た
不
測
の

事
態
を
避
け
る
た
め
、
平
成
１２
年

６
月
か
ら
『
こ
ど
も
１
１
０
番
の

家
』
を
設
置
し
ま
し
た
。

『
こ
ど
も
１
１
０
番
の
家
』
は
、

子
供
会
ご
と
の
地
区
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら

推
薦
さ
れ
、
警
察
署
・
町
Ｐ
Ｔ
Ａ

連
絡
協
議
会
が
、
商
店
や
個
人
宅

に
依
頼
し
て
い
る
も
の
で
す
。
１

１
０
番
の
家
は
玄
関
先
な
ど
に
ス

テ
ッ
カ
ー
が
貼
ら
れ
て
い
て
、
子

ど
も
た
ち
が
駆
け
込
ん
で
き
た
際

に
、
す
ぐ
に
警
察
へ
の
連
絡
体
制

が
整
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
は
、
社
会
の
大
切

な
財
産
で
す
。
私
た
ち
大
人
が
一

丸
と
な
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
の
健

や
か
な
成
長
を
ま
も
る
地
域
を
つ

く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

(http://www.nkktown.jp ）

平成６年にオープンした象潟町Ｂ＆Ｇ海洋セン

ターが、（財）ブルーシー・アンド・グリーンラン

ド財団が行った海洋センターの運営状況に対する

評価で『Ａ』となりました。

これは、当町海洋センターのこ

れまでの利用状況や各種事業の活

動状況などが総合的に高く評価さ

れたもので、今後も町民の皆さん

に喜んで利用していただける施設

運営に努めていきます。

▲「こども110当番の家」は、このステッカーが目印です
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３月１５日、町内の各小学校の卒業式が行わ

れ、初々しい学生服とセーラー服に身を包ん

だ児童が、一人ひとり卒業証書を受け取りま

した。

各小学校の卒業生は次のとおりです。

　　象潟小学校　　８１人

　　上浜小学校　　１７人

　　上郷小学校　　１９人

象潟小学校の福祉委員会が３月９日、上浜

小学校の環境委員会が１１日、それぞれ蕉風苑

に車イスを贈りました。

両校ではポスターや校内放送、児童会だよ

りなどで全校児童に呼びかけ、アルミ缶やプ

ルタブを収集。学校のみんなで協力し合い、

車イスの購入を目指してきました。

象潟小福祉委員会を代表して松野靖弘君

（６年）が「大事に使ってください」と車イ

スを贈ると、蕉風苑を代表して受け取った佐

藤ヤエさんがさっそく試乗してみて、「乗り

心地も最高です。ありがとう」と喜んでいま

した。

このほど、国道に面した事業所を中心に組

織する『象潟ロード・クリーン・サポータ－

（伊藤良孝会長）』が昨年度に引き続き国道

沿線に花苗を植栽しました。今年は、国土交

通省からパンジーなど色とりどりの２万８千

本の花苗が提供され、国道が彩られました。

同会は、植栽作業のほか、沿線のゴミ拾い

などを通して美化活動を続けています。

▲象潟小学校

上
浜
小
学
校

上
郷
小
学
校

▲

▲

▲３月２４日、花を植えるサンクロージングの新入社員

　岡塚齊子さん（東京都世田谷区在住）が、刻字の額

と現金２０万円を寄贈

「秋田市の芸術文化賞を受賞された土田石牛氏の作

品を象潟庁舎に飾ってください。また、現金は図書の

充実に役立ててください」

岡塚さんは、本町出身で日興証券・代表取締役を務められた故白木小一郎氏の長女で、こ

れまでにも、たくさんの図書や図書の充実にと現金を寄付されてます。町公民館図書室に

『白木文庫』が設けられており、町民の皆さんに親しまれています。

池田眞子さん（上荒屋）が現金３０万円を寄付

「亡くなった主人が生前から、お世話になった町に感謝の気持ちを表わしたいと言ってい

ました。図書の購入に充ててもらえればうれしいです」

象
潟
小
の
福
祉
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー

と
記
念
撮
影

上
浜
小
の
環
境
委
員
会
で
は

ヒ
ヤ
シ
ン
ス
も
一
緒
に
渡
し

ま
し
た

▲

▲

岡
塚
さ
ん
夫
妻
（
写
真
左
）
と

作
者
の
土
田
さ
ん
（
右
）

▲

▲町長に寄付を手渡す池田さん

▽
▽

せきぎゅう



　
小
浜
・
唐
ヶ
崎
　
　

　
佐
々
木
　
翔
太
さ
ん
（
１８
歳
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
漁
師
―
　

ｖｏｌ．２5

象
潟
町
の
皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
私
は
結
婚
後
、
夫
の

転
勤
で
大
阪
に
引
っ
越
し
、
今
年
の
５
月
で
ち
ょ
う
ど
一
年

に
な
り
ま
す
。
引
っ
越
し
て
き
て
最
初
の
こ
ろ
は
、
関
西
弁

は
怖
い
し
、
道
路
も
３
車
線
・
４
車
線
は
当
た
り
前
。
も
と

も
と
車
の
運
転
の
嫌
い
な
私
に
は
…
無
理
！
出
来
ま
せ
ん
。

象
潟
で
の
ん
び
り
暮
ら
し
て
い
た
私
に
は
、
大
阪
は
「
せ
わ

し
ね
ぇ
」
っ
て
感
じ
で
し
た
。

子
ど
も
は
、
大
阪
の
環
境
に
慣
れ
る
ま
で
体
調
を
崩
し
て

し
ま
い
、
す
ご
く
大
変
で
し
た
。
ま
た
、
転
入
の
手
続
き
な

ど
で
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
に
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
、
交
通

手
段
と
い
え
ば
、
電
車
で
し
た
。
象
潟
に
い
た
と
き
は
、
車

で
ど
こ
に
で
も
行
け
た
の
に
、
電
車
な
ん
て
初
め
て
に
等
し

い
！？
ド
キ
ド
キ
も
の
で
し
た
。
で
も
子
ど
も
に
と
っ
て
は
楽

し
か
っ
た
み
た
い
で
す
。

い
ろ
ん
な
乗
り
物
に
乗
れ
て
、
大
阪
に
来
た
か
ら
飛
行
機
・

電
車
・
寝
台
列
車
な
ど
に
乗
る
経
験
が
で
き
た
の
か
な
？
と

思
う
と
き
が
あ
り
ま
す
。

そ
ん
な
生
活
の
中
、
テ
レ
ビ
で
「
秋
田
」
や
「
象
潟
」
の
言

葉
を
耳
に
す
る
と
、
ホ
ッ
と
し
て
う
れ
し
く
な
り
ま
す
ね
！

大
阪
に
来
て
い
ろ
い
ろ
あ
っ
た
け
ど
、
今
月
か
ら
は
子
ど

も
も
幼
稚
園
に
入
園
で
す
。
親
と
し
て
う
れ
し
さ
半
分
、
不

安
半
分
。
こ
れ
か
ら
の
成
長
が
楽
し
み
で
す
。

私
た
ち
親
子
３
人
は
、
象
潟
町
が
大
好
き
で
す
。
大
型
連

休
に
は
、
帰
省
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
田
舎
が
あ
る
っ

て
い
い
で
す
ね
！

　伊藤　勝子さん
（大阪府東大阪市在住
　＝大谷地出身・３４歳）
　

先月号の答え

　解答をハガキまたはファクス（４３―５７

０７）で、住所・氏名・年齢・電話番号を

明記の上、できればメッセージを添えて、

〒０１８―０１９２ 象潟町役場広報クイズ係ま

で。締め切りは４月１８日（月）の消印まで

有効。正解者の中から抽選で４人の方に

記念品をプレゼントします。発表は５月

号の紙上で。先月の当選者は次の４人の

方です。（敬称略）

須田幸（大町）、五十嵐幹穂（駅前）、高

橋恵子（武道島２）、佐藤タミ（石名坂）

ち　ゃ　　ん

しょうこ

　３月３１日、ねむの丘敷地内の公園で元気いっ

ぱいに遊んでいた二人。

親子３代で船に乗ります

せ
せ
ら
ぎ
の
音
の
円
や
か
山
笑
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
遠
　
藤
　
　
　
隆

錠
剤
の
一
っ
こ
減
ら
さ
る
山
笑
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
須
　
田
　
喜
代
子

立
ち
話
し
日
毎
に
延
び
て
山
笑
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
々
木
　
雪
　
子

啓
蟄
の
土
嗅
ぐ
犬
に
曵
か
れ
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
　
野
　
陽
　
子

蕗
の
薹
水
音
の
す
る
棚
田
み
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
　
井
　
藤
　
夫

淡
雪
の
降
り
て
静
か
な
る
夜
の
更
け
に

響
く
海
鳴
り
春
の
気
配
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
々
木
　
　
　
勉

鉤
に
な
り
旅
立
つ
白
鳥
三
月
の

空
に
羽
ば
た
く
を
し
ば
し
見
送
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
布
　
川
　
ノ
　
イ

潮
間
の
磯
辺
の
石
の
寒
ざ
む
し

弥
生
の
海
に
魚
ま
だ
棲
ま
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
　
川
　
　
　
勇

あ
は
た
だ
し
き
頭
上
の
声
は
早
朝
の

海
辺
を
目
指
す
白
鳥
の
群

　
　
　
　
　
　
　
　
　
須
　
藤
　
武
　
子

土
を
割
り
若
芽
萌
え
だ
す
三
月
に

寒
さ
戻
り
て
薄
ら
雪
降
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
　
藤
　
久
美
子

　次の３つの問題を
解いてください。答
えは今月の広報の紙
面の内容に隠れてい
ます。

㈰寺田知事

㈪３月１３日

㈫３団体・７個人

趣味は
「スノーボードです。冬は３日に１回くらいのペース

でスキー場に通いました。トリック（技）が決まった

瞬間がたまらないんですよ」

漁師を継ごうと思ったのは
「父と祖父が漁師をしているので、その仕事を継ぐと

いう気持ちが強かったです。体を動かさない仕事は自

分には向かないと思いました」

目標は
「趣味のスノーボードで、世界レベルの大会で優勝！

もしくは、漁師で一獲千金」

理想の女性のタイプは
「あえて言うとするなら『かわいこちゃん』かな」

し
ょ
う
た

し
お
が
い

私
は
、
ア
メ
リ
カ
の
東
海
岸
に
生
ま
れ

ま
し
た
。
で
も
２
歳
の
と
き
、
ほ
か
の
都

市
に
引
っ
越
し
て
海
岸
は
と
て
も
遠
く
に

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
六
つ
の
都
市
で

暮
ら
し
ま
し
た
が
、
山
の
近
く
に
住
ん
だ

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

昨
年
の
７
月
に
象
潟
町
に
来
て
、
海
と

山
の
間
に
住
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
最

初
こ
の
町
に
来
た
と
き
、
と
て
も
感
動
し

ま
し
た
。
こ
の
町
は
と
て
も
き
れ
い
な
町

で
す
。
今
住
ん
で
い
る
家
か
ら
日
本
海
ま

で
、
歩
け
ば
１
、
２
分
ほ
ど
で
す
。
し
か

も
海
岸
か
ら
鳥
海
山
ま
で
見
え
ま
す
。

象
潟
に
来
て
か
ら
、
た
く
さ
ん
の
親
切

な
人
に
も
出
会
い
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
も

と
て
も
元
気
で
、
「
ハ
ロ
ー
」
と
声
を
か

け
て
く
れ
ま
す
。
放
課
後
に
町
の
中
で
よ

く
生
徒
や
象
潟
の
友
達
に
会
い
ま
す
。

ス
ー
パ
ー
や
バ
ー
、
駅
な
ど
、
行
く
先
々

で
み
ん
な
が
あ
い
さ
つ
を
し
て
く
れ
ま
す
。

象
潟
は
私
の
町
に
な
り
ま
し
た
。

㈰１７年度一般会計予
算総額はいくら？

㈪象潟町男女共同参画

計画書の愛称は何プ

ラン？
㈫１６年度の小学校の
卒業生は、３校合わ
せて何人？

▲写真が趣味のジョナサンは、いろいろな写真を
　撮っています

ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
ア
イ
ザ
ッ
ク
ソ
ン

昨
年
７
月
に
来
町
し
、
２
学
期
か
ら
象

潟
中
学
校
、
上
浜
・
上
郷
小
学
校
で
Ａ
Ｌ

Ｔ
（
外
国
語
指
導
助
手
）
と
し
て
勤
務
し

て
い
ま
す
。

出
身
　
米
国
・
ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ
ン

趣
味
　
音
楽
、
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
、
マ
ウ
ン

テ
ン
バ
イ
ク
、
柔
道
、
写
真



◆
栗
山
池
公
園

◇
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
は
、

４
月
中
旬
開
放
予
定
。
『
桜
ま
つ

り
』
期
間
中
の
利
用
は
ご
遠
慮
く

だ
さ
い
。

◇
休
憩
棟
…
池
の
東
側
に
あ
る
休
憩

棟
は
開
放
し
て
い
ま
す
。

◆
霊
峰
公
園

　
園
内
積
雪
の
た
め
、
５
月
中
旬
か

ら
オ
ー
プ
ン
の
予
定
で
す
。

◆
奈
曽
川
河
川
公
園

　
３
月
下
旬
に
開
放
し
ま
し
た
。

キ
ャ
ン
プ
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
等
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

◆
入
道
島
児
童
公
園
ト
イ
レ

　
４
月
１
日
か
ら
開
放
し
ま
す
。

◆
上
狐
森
児
童
公
園
ト
イ
レ

　
４
月
１
日
か
ら
開
放
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
　
町
建
設
課
施
設
係

（
☎
４３
―
７
５
０
９
）

松
ケ
丘
団
地
　
２
戸
（
Ｈ
６
年
築
／

２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
／
１
階
、
Ｈ
１４
年
築

／
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
／
３
階
）

募
集
期
限
　
４
月
１５
日

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　
町
建

設
課
管
理
係
（
☎
４３
―
７
５
０

９
）

４
月
１
日
か
ら
、
県
内
の
公
立
学

校
の
敷
地
内
の
す
べ
て
が
全
面
禁
煙

と
な
り
ま
す
。

校
舎
や
体
育
館
等
の
建
物
内
は
も

ち
ろ
ん
、
敷
地
内
で
は
建
物
外
で
も

禁
煙
と
な
り
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
中
学
校
の
授
業
で
の
利
用

が
多
い
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
敷
地
内
で

も
併
せ
て
禁
煙
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
　
町
学
校
教
育
課
（
☎
４３
―
７
５

０
８
）
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
☎

３３
―
８
８
５
５
）

▼
胃
検
診

▽
６
日

・
本
郷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

　
（
午
前
５
時
３０
分
〜
７
時
）

▽
７
日

・
長
岡
消
防
倉
庫
前

　
（
午
前
５
時
３０
分
〜
７
時
）

▽
８
日

・
上
郷
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

　
（
午
前
５
時
３０
分
〜
７
時
）

▽
１１
日

・
Ｊ
Ｒ
小
砂
川
駅
前

　
（
午
前
５
時
３０
分
〜
７
時
）

▽
１２
日

・
Ｊ
Ｒ
小
砂
川
駅
前

　
（
午
前
５
時
１５
分
〜
５
時
４５
分
）

・
大
須
郷
村
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

　
（
午
前
６
時
３０
分
〜
７
時
）

▽
１３
日

・
都
市
農
村
交
流
セ
ン
タ
ー

　
（
午
前
５
時
３０
分
〜
７
時
）

▼
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
教
室

期
日
　
４
月
１１
日

受
付
　
午
前
９
時
１５
分
〜
４５
分

場
所
　
町
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容
　
開
講
式
・
健
康
体
操

▼
乳
児
健
診

期
日
　
４
月
１５
日

受
付
　
▽
４
、
７
カ
月
児
…
午
後
０

時
４５
分
〜
５５
分

　
　
▽
１２
カ
月
児
…
午
後
１
時
１５
分

〜
３０
分

場
所
　
町
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
　
平
成
１６
年
４
月
、
９
月
、
１１

月
２５
日
〜
１２
月
１４
日
生
ま
れ

問
い
合
わ
せ
先
　
町
福
祉
課
保
健
係

（
☎
４３
―
７
５
０
１
）

　
４
、
７
カ
月
児
は
離
乳
食
教
室

が
あ
り
ま
す
。

４
カ
月
児
…
午
後
１
時
〜

７
カ
月
児
…
午
後
１
時
１５
分
〜

　佐々木直幸
　　（下浜の町）

異
動
・
昇
格
・
新
採
用

（
４
月
１
日
付
）

　
　
　
（
　
　
）
内
は
異
動
前

緊急地域雇用創出特別基金事業
松くい虫被害木伐倒処理業務

松くい虫防除対策事業
秋季特別伐倒駆除（破砕１）業務

松くい虫防除対策事業
樹幹注入剤設置業務（国庫補助）

松くい虫防除対策事業
樹幹注入剤設置業務（県単補助）

上浜中央地区中継ポンプ施設工事
第０１３２１号

上浜中央地区中継管路施設工事
第０１３１６号

上浜中央地区中継管路施設工事
第０１３１７号

上浜中央地区中継管路施設工事
第０１３１８号

武道島線舗装維持工事（第２工区）

沖ノ田１号線他側溝改良工事

象潟本線舗装維持工事（第２工区）

象潟中学校線ガス管入替工事

セクターバルブ設置工事（第１工区）

セクターバルブ設置工事（第２工区）

平成１６年度　工事発注状況（Ｈ１６．１２～H１７．３）

所管　　  工　　事　　名　　　   請負価格　     請  負  者  名

３，５７０，０００

７，１４０，０００

１，１４４，５００

２，０４７，５００

７２，５５５，０００

１，１５５，０００

２，４６７，０００

本荘由利森林組合

本荘由利森林組合

池田薬品商事（株）

池田薬品商事（株）

水道機工（株）東北支社

森建設工業（株）

斎藤産業（株）

２，０９４，７５０

１，０５０，０００

２，４６２，２５０

１，２６０，０００

３，８３２，５００

４，９３５，０００

４，７１４，５００

斎藤建設（株）

斎藤建設（株）

拓進・兼松経常
建設共同企業体

森建設工業（株）

兼松工務店（株）

（有）象潟水道瓦斯工業所

象潟設備工業（株）

　　　　　　　　単位：円

農  

林  

水  

産  

課

建
設
課

事
業
所

ガ
ス
水
道

所管　　  工　　事　　名　　　   請負価格　     請  負  者  名

農
林

【
主
幹
】

▽
主
幹
兼
企
画
課
長
（
同
課
長
）
齋

藤
隆
一
▽
主
幹
兼
福
祉
課
長
（
同
課

長
）
阿
部
洋
子
▽
主
幹
兼
農
林
水
産

課
長
（
同
課
長
）
金
子
則
之
▽
主
幹

兼
収
入
役
室
長
（
同
室
長
）
齋
藤
乃

里
子
　
▽
主
幹
兼
社
会
教
育
課
長

（
同
課
長
）
竹
内
享
一
　

【
主
席
課
長
補
佐
】

▽
総
務
課
主
席
課
長
補
佐
（
同
課
長

補
佐
）
森
鉄
也
▽
総
務
課
主
席
課
長

補
佐
（
同
課
長
補
佐
）
須
藤
金
悦
▽

総
務
課
主
席
課
長
補
佐
兼
国
体
推
進

係
長
（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長
補
佐
）

金
子
勇
一
郎
▽
企
画
課
主
席
課
長
補

佐
兼
広
報
係
長
（
同
課
長
補
佐
）
細

矢
宗
良
▽
建
設
課
主
席
課
長
補
佐

（
同
課
長
補
佐
）
齋
藤
正
司
▽
社
会

教
育
課
主
席
課
長
補
佐
兼
社
会
教
育

係
長
（
同
課
長
補
佐
）
金
道
博
▽
仁

賀
保
地
区
衛
生
施
設
組
合
派
遣
主
席

課
長
補
佐
（
同
課
長
補
佐
）
渡
辺
講

　【
課
長
補
佐
】

▽
総
務
課
長
補
佐
兼
財
政
係
長
（
同

財
政
係
長
）
齋
藤
洋
▽
企
画
課
長
補

佐
兼
企
画
係
長
（
同
企
画
係
長
）
齋

藤
均
▽
福
祉
課
長
補
佐
兼
保
健
係
長

（
同
保
健
係
長
）
鈴
木
令
▽
商
工
観

光
課
長
補
佐
兼
商
工
係
長
（
同
商
工

係
長
）
佐
々
木
敏
春
▽
ガ
ス
水
道
事

業
所
長
補
佐
兼
熱
量
変
更
係
長
（
同

熱
量
変
更
係
長
）
小
山
田
康
博

　【
係
長
】

▽
総
務
課
行
政
係
長
（
同
行
政
係
主

査
）
齊
藤
一
枝
▽
福
祉
課
福
祉
係
長

（
同
福
祉
係
主
査
）
鈴
木
啓
▽
ガ
ス

水
道
事
業
所
工
務
係
長
（
同
工
務
係

主
査
）
今
野
雄
志

　

【
主
査
】

▽
農
林
水
産
課
整
備
係
主
査
（
建
設

課
管
理
係
主
査
）
原
田
浩
一
▽
ス

ポ
ー
ツ
振
興
課
保
健
体
育
係
主
査

（
町
民
課
住
民
係
主
査
）
齋
藤
エ
ミ

子
▽
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
保
健
体
育
係

兼
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
主
査
（
同

主
任
）
齋
藤
郁
男

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
主
事
】

▽
総
務
課
国
体
推
進
係
主
事
（
ス

ポ
ー
ツ
振
興
課
保
健
体
育
係
主
事

補
）
清
橋
裕
也
▽
税
務
課
徴
収
係
主

事
（
同
徴
収
係
主
事
補
）
佐
藤
学
▽

町
民
課
住
民
係
主
事
（
同
住
民
係
主

事
補
）
高
橋
玲
子
▽
ガ
ス
水
道
事
業

所
熱
量
変
更
係
主
事
（
農
林
水
産
課

整
備
係
主
事
）
佐
藤
友
哉
　

【
現
業
職
】

▽
建
設
課
工
務
係
主
任
作
業
手
（
象

潟
小
学
校
主
任
作
業
手
）
須
田
秀
雄

　【
新
採
用
】

▽
町
民
課
住
民
係
主
事
補
　
佐
々
木

直
幸

就
職
や
進
学
、
転
勤
で
住
所
を
移

す
と
き
は
、
町
民
課
住
民
係
に
次
の

届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。
国
民
健

康
保
険
な
ど
に
加
入
し
て
い
る
方
は

国
保
年
金
係
に
も
手
続
き
が
必
要
で

す
。ま

た
、
税
務
課
に
も
届
け
出
が
必

要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
届
け
出
に
必
要
な
も
の

届
け
出
人
（
本
人
ま
た
は
家
族
、

代
理
人
）
の
印
鑑

・
町
か
ら
も
ら
っ
て
い
く
も
の

転
出
証
明
書

※
注
意
す
る
こ
と

▽
転
出
す
る
前
に
必
ず
転
出
届
を

し
て
く
だ
さ
い
。

▽
転
出
先
の
正
し
い
住
所
を
必
ず

確
か
め
て
き
て
く
だ
さ
い
。

▽
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
方
は
被
保
険
者
証
、
国
民
年
金

に
加
入
し
て
い
る
方
は
年
金
手
帳

を
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

▽
固
定
資
産
お
よ
び
軽
自
動
車
を

所
有
し
て
い
る
方
は
、
税
務
課
窓

口
で
も
手
続
き
が
必
要
で
す
。

▽
印
鑑
登
録
を
し
て
い
る
方
は
登

録
証
を
返
納
し
て
く
だ
さ
い
。

・
届
け
出
に
必
要
な
も
の

届
け
出
人
（
本
人
ま
た
は
家
族
、

代
理
人
）
の
印
鑑
、
転
出
証
明
書

（
前
住
所
地
の
市
区
町
村
か
ら
も

ら
っ
て
き
た
も
の
）

※
注
意
す
る
こ
と

▽
新
し
い
住
所
に
住
ん
で
か
ら
１４

日
以
内
に
正
し
い
字
名
・
地
番
を

確
認
し
て
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ

い
。

▽
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
方

は
年
金
手
帳
を
持
っ
て
き
て
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
　
町
民
課
住
民
係

（
☎
４３
―
７
５
０
０
）

象
潟
町
か
ら
他
市
町
村
へ

住
所
を
移
す
と
き

他
市
町
村
か
ら
象
潟
町
に

住
所
を
移
す
と
き

転
出
届

転
入
届

（月）

（月）

（火）（水）

（水）（木）

（金）

（金）

（金）


